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久　保　冶　良，荊「】崎　　　正．猿　谷　　　倫

水中放射こより魚古・柴沌トもF∴上ができれば漁獲什能を高れ碑常能登‾：ト向上させることも可能であ

る0

猟場においての集魚試験を著者ら（文献（1、頼りはすでに案施しているが，その事態を把握するため

には，肉眼で見て知ることが大切である。この日的のために，ブリを対象に．水槽葉験を実施しキ（

J

J

でその結果を報告するn

活筆におけるブりの集魚試験は食餌音を放声することによって，棟木ら（文献（3り．間庭ら（文献

（4日及び坂詰ら（文献（5X6日は，かなりの成功をおさめているが，純音の場合は員の反応を示したせ

坂詰ら（文献（6））は報告している。

方　　　　法

1971年2月22日及び25日の2EJ間に大洗水族館のト一般公開用水槽に餌台されてレトるブリを

対濠に熱演を行なった。

馨験水槽は図1に示しや〔

水槽平面図　（a）
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7k中スピーカーを図1㈲に示しそところまでおろし．放音しそ。

吾は150Hz，20d】iであり．5分単位として連続音．放普停止，断続音（50秒毎），放音
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停止，を交互に繰返し，図1のA点を通過するブリの数を敵え，平常状態の場合に通過守る数と比威

してみ々D

実験中の水槽内の水温は，18．0～175のC，ブリの総数は約15〔目蓋で，その他ブリ以外の魚

種が10種橿匿飼育されていた。

結　　　果

平時のプリの回滞状況は，図2に示すように，‾外側を反時計回りでl司っており．1周守るのに55

－40秒かかっていたが，放書中はややかそく40～45秒程度で1周するようにモーノたr）

放昔前と放意中の7k槽内の魚の状態は仁写真1～

5に示してあり．放百中は，小魚は負の反応を示し

ているようである0

放き時はブリのスピ一・一カー付近への集合は全く認

められなかった。

22日に葵験したA点におけるブリの通過数を図

5に示した。

これによると，A点を通過し．たブリの総数は，平

常状態では50尾，実験中は41岸で，平常状態の

57喀増とたっており，平常状態よりも規則的に増

加，減少、bている。

また綻顔中の増減傾向をみると，放昔時は通過数

軒
水槽内のブリの回遊路

図　　2

が減少し，故意を停止すると，通過数が増加してレ、る0

25日に実験したA点におけるブリの通過数を凶4に示した。

これによると，A点を通過したブリの総数は．平常状熊には占8尾，実験中は84尾で，平常状態

の約24腐増となっている。

また実験中の増減傾向をみると，放昔時（断続音も含む）は通過数が減少し，放音を停止すると・

通過数が増加している。

連続音と断続音の場合の差は，明瞭には認められない0

壬ム
石田】 議

尖験同数が少ないため，結論も出し難しへが，見掛け上，放昔時におけるブリは，負の反応を示して

おり，これは断続音（50秒毎の5分間隔）にしても．連続音にしても向様である0

しかし賽顔中，全体をみると放書中は正の反応を示しており，これは間隔が5分間隔であったため

全体的には断続音とみなすことができる。
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時間〔三富三豊；雷言責等休憩）
図5　払）平常状熊のA点における5分毎のブリの通過尾数
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図5（榔実験中のA点における5分毎のブリの通過尾数
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50分とか・1時間とかの長崎借けこわたる連続音の実収を試み浸かったため，比較にはならないが

大きくみると断続書に対してブり軋正の反応を示すといえ希いこともたかろう。

今後の課題としては・長時間にわたる連続音の実演をすること，15DH2，20dBの普ばかり

で充く，稽々の周波数種々の普圧の組合せによる音波葵鹸弁実施すること，等により，最も有効的

な音を探しfIjすことにある。

．要　　　約

水車音波集魚装置キ局し／、て　ブ　を東嬢に7k倍音庚を潔旅し，15r〕Hz，2DdBの音波に対し

プ1：は反応を示すことがわかった。

見掛け上，放百時は負の反応，停止時は正の反応を示した。

しかし・全体的にみた場合は断続吉に対して止の反応を示した。
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図4　㈲平常状態のA点にかける5分毎
のブリの通過尾数

時間　12時～14時20分
途中12時25分～12時4口外
15時25分－15時40分

まで休憩

時間　14時45分～17時
途中15時25分～15時4．0分
1‘時25分～16時40分

まで休息

図4 ㈲実験中のA点に封ける5分毎
のブリの通過数
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本研究を行なうに紬研究の機会を与えてくだ子っ脚立三越鼠翻助言を与えて下
さっ規北海道大学蓋学鈴木恒由助教乳当水試斉藤不二彦場長一貴重を文献を御送付下さった水産庁

生産部漁船研究塁間庭愛信博士・本実験に便宜をはかって下さった海の子供の国大洗水族館餌育課荘

司栄一一課長はじめ同課職員諸乱調査に御協力下さった当水試漁業部川又忠義技師．杉山昌隆技手の

各位に深く感謝いたしぜす。
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2　ブリの回遊状態

1　A点の普
段の状態

5　放音中の状態
ブリがスビ㌧－カー付近を通過
小魚は負の反応を示す


